消防レスキュー隊のための山沈救助手順資料
アクションパラグライダースクール
校長　小林　秀彰
パラグライダーの構造、用具の説明
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パラグライダー
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緊急の場合レスキューパラシュートを開傘し安全に降りる。
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通常飛行の場合のハーネス着座姿勢
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レスキューパラシュートで降下した場合の姿勢

パラグライダーが山沈した場合の救助手順
状態、場所の把握
・無線が通じる場合
（無線による確認）		怪我があるかないか
どういう状態で引っ掛かっているか
高さはどれくらいあるか
場所はどのあたりか
現在地をＬＩＮＥその他のＳＭＳで送れるか確認
場所の特定ができたら一番近いメンバーが行く
山沈者は笛を吹き続け場所を知らせる
現場特定後、ベースへ必要な用具を要請する
救助用具を持って５-６人が現場へ
救助開始
・無線が通じない場合
怪我等を疑う
救急車の要請
目撃者による場所の推定
飛行中の者による捜索								近くにいる地上メンバーの捜索
ある程度の場所が説く手出来ればメンバー全員で捜索
パラグライダーの機体の発見に努める。
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山沈した場合の個人装備
自己確保用シュリンゲ、カラビナ、ロープ、のこぎり

自己確保訓練（教本抜粋）
山沈し、木にひっかかってしまったら、まず自己確保をします。そのままでは体の重みで落ちてしまうかもしれず危険だからです。もし山沈しても冷静に対処できるよう、自己確保の練習をしておきましょう。
フライト装備をすべて身に着け、スクールの設備等を利用して、宙ぶらりんの状態になります。機体が木の枝にひっかかったと想定し、そっと動いてハーネスに座った姿勢になりましょう。静かにツリーランセットを取り出して膝の上に置き、必要な道具を取り出し、とりあえず不要なものは落とさないようにしまいます。次に、近くの信頼できる（体重を支えられる）木にシュリンゲを巻き、そのシュリンゲの輪になったところをハーネスのカラビナなどに通し、体重を預けられるようにして、落下を防ぎます

パラグライダーで使用するハーネス
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緊急用クライミングハーネス（フライト時には装着）
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クライミングハーネスを装着したままパラグライダーハーネスを装着しフライトする
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救助の際はパラグライダーハーネスを離脱しクライミングハーネスで降下する。
タンデムの場合はパイロットがパ選者へのザイル接続を行う。


山沈の画像
[image: C:\Users\秀彰\Pictures\パラ、スカイスポーツ関係\パラスクール記録\2017\2017ura\991_3.jpg]
テイクオフ失敗による山沈画像[image: C:\Users\秀彰\Pictures\パラ、スカイスポーツ関係\パラスクール記録\2012\2012裏\656_0.jpg]
飛行中の乱流による山沈
自己確保ができない場合１（中吊り）
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自己確保ができない場合２
[image: C:\Users\秀彰\Pictures\パラ、スカイスポーツ関係\パラスクール記録\08\08BBS裏\120_0.jpg]
自己確保ができない場合３
自己確保ができる場合の救助
山沈本人が自己確保し、救助を待つ
用具	組み立て梯子６ｍ　縄梯子１０ｍ　ザイル５０ｍ　シュリンゲ、カラビナ
滑車　エイト環　他

救助方法
救助者が木に登りトップロープのための滑車を取り付ける。
トップロープが取れない場合は近くの木２本に上り水平方向にロープを固定し
トップロープのアンカーとする。
山沈者はトップロープにマウンテンハーネスを接続する。
滑車、人力等で山沈者をゆっくり地上に降ろす。

自己確保がでない場合の救助
一番危険な状況
折れそうな枝に引っ掛かっている場合、いつ落ちるかわからない。
尾根、または木を利用してトップロープを固定できる環境を作る。
トップロープ



中吊り状態

谷
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レスキュー隊へパラグライダー、ハーネスなどの用具の説明
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山沈シミュレーターでのアクションPGS式救助法の展示
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中刷り状態を作る



[image: ]
さらに５ｍくらいに吊り上げる
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要救助者が自己確保できない。　トップロープが取れる場合
トップロープを取るために木に登り要救助者より高い位置に滑車を設置
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枝があるところまで3本継ぎアルミ梯子（６ｍ）や縄梯子（１０ｍ）を使用
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シュリンゲで丈夫な枝に滑車を固定する。
樹上から滑車を通したザイルを下ろし、要救助者のクライミングハーネスにカラビナで接続。一方のザイルをエイト環などの制動器具で要救助者が落ちないように確保。
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要救助者はクライミングハーネスの吊り下げポイントに上から垂らした
カラビナ付きザイルを接続する。
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ザイルをクライミングハーネスに接続している
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ザイルを接続したら、地上からザイルを引っ張り接続を確認するために
テンションをかける。（強度確認）
テンションが確認出来たらハーネスのベルトをすべて外す。

指示は必ず一人が行うこと！
複数の人間が指示すると要救助がパニックになる。
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ベルトをすべて外したらハーネスから少しずつ離脱する。
この画像はレッグベルトを片側外していないのに離脱したもの。

この場合は地上からザイルを引き上げハーネスに座りなおして
レッグベルトを外しやすいようにし外すように指示をする。
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片足のレッグベルトを外し忘れたので再度引き上げ
レッグベルトを外す。
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クライミングハーネスのみで降下している状態「[image: ]
降下開始。
[image: ]
接地完了
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トップロープが木に取れない場合は丈夫な木2本を使用して確保用ザイルを水平に張る。
吊り上げ用ザイルのはカラビナを接続しぶれ止めロープをつけておく。





トップビレー用ザイル






降下用メインザイル
ぶれ止めロープ
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ぶれ止め用ロープを使用し障害物を避けながら降ろす。
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実際に山の中に入り救助訓練を行った様子

119へ携帯で救助要請以後この携帯がレスキュー隊との連絡用となる。
位置情報はLINE等のSNS、またはGPSの緯度経度情報を消防書に連絡
遭難場所へはパラメンバーが駆け付け、場所を特定する。
消防車両が入れる所までレスキュー隊を携帯電話で誘導
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メンバーで一時救助を開始
木登りのためのシュリンゲや縄梯子を取り付ける
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レスキュー隊到着
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レスキュー隊が救助開始
トップロープ（トップビレー）方式で救助
（救助者はクライミングハーネス装着状態）
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レスキュー隊は木登りが苦手なようである
シュリンゲでの木登りの訓練は行ったことがないとのこと
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地上に降下完了、要救助者は怪我で動けない設定
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山岳用の救助用ストレッチャーに収容
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斜面を滑らして上に運ぶ。
その際ダブル滑車を使用しバスケット持ち上げると同時に
上方向に滑車で引き上げる。
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道路まで無事引き上げ完了





訓練中のおまけ画像
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レクチャーの様子
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タンデム場合の着座姿勢を説明
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